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郭
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ん
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今
年
の
大
垣
祭
の
日
は
私
の
所
属
す
る
古
志
の
主
宰
、
大
谷
弘
至
先
生
が
吟
行
の
為
に
見
え
た
。
（
前
主
宰
は

長
谷
川
櫂
先
生
）
そ
の
時
、
色
々
な
山
車
を
見
た
。
特
に
鯰
の
山
車
が
八
幡
さ
ん
の
前
で
実
演
さ
れ
て
拍
手
喝

采
で
あ
っ
た
。

特
に
こ
の
句
の
様
に
父
親
が
肩
車
し
て
娘
を
山
車
に
載
せ
た
所
に
出
交
し
た
。

当
然
句
会
で
は
鯰
の
山
車
の
句
が
数
多
出
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
垣
の
山
車
祭
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。
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こ
の
年
令
に
な
る
と
、
家
庭
の
大
切
さ
（
特
に
夫
婦
）
を
痛
感
す
る
。

私
の
勝
手
な
解
釈
か
も
し
れ
な
い
が
、
奥
様
が
他
県
か
ら
大
垣
に
嫁
い
で
来
て
、
主
人
の
御
両
親
が
み
え
る
大

き
な
家
を
想
像
す
る
。
季
語
の
夕
蛙
が
非
常
に
良
い
。

こ
の
家
の
和
や
か
さ
と
嫁
の
大
垣
に
馴
れ
た
安
堵
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
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